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２０１８年３月８日発行 

広島北ロータリークラブ   ■会長  東  正治    ■幹事  越智 健剛 

 

本日の例会   201８年3 月8 日（木） 第2347 回 
 

ロータリーソング   「われらの生業」 

来客紹介 親睦委員会 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

誕生会員お祝い 

委員会報告 

同好会報告 

卓話時間 

『年男の弁Part３』 

中山 昌実 会員 / 桑村  守 会員 / 川上  武 会員 

 

前回の例会   2018 年３月１日（木）  第2346 回 
 

国歌斉唱 

ロータリーソング   「奉仕の理想」 

来客紹介 親睦委員会 

四つのテスト唱和 職業奉仕委員会 

会長時間 

幹事報告 

委員会報告 

同好会報告 

卓話時間  

『年男の弁Part３』  

中山 昌実 会員 / 桑村  守 会員 / 川上  武 会員 

● ● ● ● ● ● 米 山 奨 学 生 終 了 報 告 ● ● ● ● ● ● 

昨年４月から地区

米山奨学生として

当ｸﾗﾌﾞがｶｳﾝｾﾗｰｸ

ﾗﾌﾞを担当しました

オトゴントール テ

ルメン君（モンゴル）

の奨学期間が終了

し、この日が最後の

例会出席となりまし

た。クラブから記念

品を贈り、テルメン君からご挨拶をいただきました。 

また、カウンセラーの石井会員には１年間テルメン君のお世話をお

引き受け頂き、ありがとうございました。 

 

こんにちはﾛｰﾀﾘｰ米山奨学生オトゴントール テルメンです。 

私は子供の頃から日本の文化である、漫画やｱﾆﾒ、映画などを観

て、日本語に興味や関心を持って育ちました。高校を卒業して日本

に留学をしたのもこれがきっかけとなったと思います。飛び級をし

て１６歳で高校を卒業が出来、親と相談をして日本へ留学をするこ

とが出来てとても嬉しかったです。どうしても日本に留学をしたかっ 

 

た理由は先進国で学ぶことで、ｱｼﾞｱだけではなく、世界でも求めら

れる人材になって、ﾓﾝｺﾞﾙの経済発展や日本とﾓﾝｺﾞﾙの関係をより

よくする目標を達成出来る事と、または私は自分の親にこれ以上負

担を掛けたくなかったので、日本に来て自分の力で生きていきたい

と考えていたからです。 

初めて日本に来て日本語学校に通いながら、ｱﾙﾊﾞｲﾄを始めて自分

で生活費や学費を稼いで２年半の間過ごしました。自分の親がど

れだけ頑張っていたのもよく理解をしました。毎日が普通で特に楽

しい思い出もなく友達もいませんでした。ですが、米山ﾛｰﾀﾘｰ奨学

金制度をある日先生に紹介して頂いて、もしこんな私でも選ばれる

ﾁｬﾝｽがあるのならと少し希望を持って、緊張いっぱいで面接を受

けました。それでやっと合格が出来てとても嬉しかったです。 

初めての例会では、自分のｶｳﾝｾﾗｰの人はどんな人だろう、広島

北ＲＣの皆様はどんな人達だろう、難しいこといっぱい聞かれたら

どうしようなどたくさん心配をしていましたが、出席をしてみたとき、

みんな優しい顔をしている人たちで、とても親切で、私のことやﾓﾝ

ｺﾞﾙのことについてたくさん興味を持って聞いてくださったり、日本

の文化やｶｰﾌﾟを一緒

に見に行ったりをして

野球のﾙｰﾙなどもたく

さん教えてくださいま

した。私より何倍も上

で、素晴らしくて、立派

な人たちなのに、まる

で家族のようにお話

が出来てとても嬉しく

て、安心をしました。

それで、緊張することもなく会話ができるようになりました。とても楽

しくていい人ばかりの集まりだなと思っています。米山奨学金を頂

いて、私は今の学校で勉強にもっと集中できるようになり、勉強をし

ている科目の資格検定なども取ることが出来て、学校生活も楽しく

過ごせるようになりました。クラスの人たちとも交流をする時間が出

来て、友達もたくさん作ることが出来ました。世界中の困っている人

に助けてあげるのが優しくて心の豊かな人にしか出来ないことだと

思います。私もこれからﾛｰﾀﾘｱﾝの皆様と同じような立派な人にな

るために一生懸命頑張って行きたいです。 

来月から米山奨学生ではなくなりますが、米山学友になれますの

で、ぜひ色々んな活動に参加させて頂きたいと思っており。これか

らもﾛｰﾀﾘｱﾝの皆様と仲良くして行きたいです。本当にありがとうご

ざいました。 

● ● ● ● 会 長 時 間   会 長  東  正 治 ● ● ● ● 

３月は“水と衛生”月間です。 

当ｸﾗﾌﾞではｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、そして本日理事会で承認されましたﾈﾊﾟｰﾙへ

のﾄｲﾚの設置等の事業を国際奉仕委員会と青少年奉仕委員会の合

同で行っております。 

奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ島本理事、そして国際奉仕の小林委員長、青少年奉

仕の合田委員長をはじめ各委員会のみなさん、どうぞよろしくお願 
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い致します。 

本日は２０１０-１１年度、創立４２周年の石田年度についてお話

ししたいと思います。 

副会長は山田会員、幹事は杉町会員、副幹事は桑村会員と迫

会員でした。この年の年度当初の会員は７８名で、この年度に

入会して現在も在籍している会員は、小河会員・佐々木会員・河

本会員の３名です。 

会長ｽﾛｰｶﾞﾝは“今だからこそﾛｰﾀﾘｰ、地域との共生”でした。 

まずこの年は、親睦事業として呉海上花火大会をﾌｪﾘｰを貸切に

して 1 階の車輌置き場に屋台やｹﾞｰﾑｺｰﾅｰを設置するなど、多く

の参加を頂き、夏の風物詩を楽しみ、盛会に行われました。 

ｸﾘｽﾏｽ家族会では久保豊年奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ理事がﾎﾞｰｶﾙを務め、 

石田会長がﾄﾞﾗﾑというｱﾀﾞﾙﾄｶﾝﾊﾟﾆｰのﾗｲﾌﾞが行われ楽しい時

間を過ごしました。 

また、この年、当ｸﾗﾌﾞからＧＳＥとして山下江法律事務所の山口

さんがアメリカに派遣されました。（ＧＳＥとは専門職務経験の浅

い２５才～４０才の男女に職業交流の機会を提供するもので、

国同士が専門職に従事する人を交換するﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで、異なる文

化の中で自分の職業がどのように遂行されているか見る機会と

して互いに派遣することです。） 

そして地区補助金事業としては、本通り交番に２４時間使用可

能なＡＥＤを寄贈しました。 

この年度は、何といっても３月１１日に東日本大震災があった年

であります。 

当ｸﾗﾌﾞでは、会員一人 1 万円以上の義援金と T シャツ４２９枚を

一緒に、直接被災地の久慈ＲＣ、石巻東ＲＣ、気仙沼ＲＣ、気仙

沼南ＲＣに義援金義援物資として送っております。 

また、震災後３週間連続１００万ドルの食事を行い、それも支援

に回しました。最近はあまり報道されませんが、まだまだ震災の

影響は続いております。 

我々ﾛｰﾀﾘｱﾝに、今、何ができるかをもう一度考えてみてはと思

います。 

●●●●幹 事 報 告   幹 事  越 智  健 剛 ●●●● 

《理事会報告》 

*議事録をＨＰに掲載します。 

《お願い》 

*３月１１日(日)に開催される｢ＩＭ｣ですが、出欠の変更がある場

合は必ず事務局に連絡をお願いします。 

《BOX 配布物》 

*ロータリーの友 

*ガバナー月信 

●●●次年度幹事報告 次年度幹事 塩本能尚●●● 

*本日、次年度の所属委員会表をお配りいたします。 

 例会終了後、ＢＯＸに配布しております。 

● ● ● ● ● ● ●ニ コ ニ コ 箱 の 時 間 ● ● ● ● ● ● ● 

ニコニコ委員会  本田善昭委員長 

 

☀自主出宝 

東会員･粟屋会員･越智会員･岡田(昌)会員･金井会員 

オトゴントール・テルメン君、これからも勉強に日本モンゴル友好に

頑張って下さい。応援しています。 

石井会員 テルメン君、これからも米山奨学生として学んだことを生

かし、ﾓﾝｺﾞﾙと日本の架け橋として活躍して下さい。奨学生を卒業し

てもﾛｰﾀﾘｰの皆さんとの交流は続けていって下さい。 

島本会員･合田会員・小林(孝)会員 本日の理事会でﾈﾊﾟｰﾙでのﾄｲ

ﾚ設置事業が承認されました。ありがとうございました。うれしいです。

皆さん、７月にﾈﾊﾟｰﾙに行きましょう！ 

川上会員 本日は｢年男の弁｣にお付き合い頂き、有難うございます。

どうでも良いような話ですが、ご容赦願います。 

 

 

杉町会員・神農会員・坪内会員・島本会員・越智会員・森会員 

吉永会員、ご子息の広商卒業おめでとうございます。代表で卒業証

書を受け取る姿に感動しました。また、お嬢さんの広商合格もおめ

でとうございます。ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部に入るそうですが、すでに野球部では

ｶﾜｲｲと評判です。越智幹事のご子息に気をつけて下さい！ 

ﾆｺﾆｺ委員会(本田会員･渡部会員･山田会員・藤田会員・岡田(清)

会員・河村会員・武部会員)  先週ﾆｺﾆｺ小委員会を開催し、今年の

本田委員長の方針として「無理な集めた方はしない。気持ちよくﾆｺﾆ

ｺを出してもらう様にしよう」ということで残り１３回の例会ですが５０

万円程度どのように気持ちよくﾆｺﾆｺしてもらえるかを議論しました。

皆様ご協力のほど宜しくお願い致します。委員会の後は山田委員

のｵｽｽﾒのお店、ﾓﾙﾄﾞﾊﾞ共和国のお店にて国際交流をし、美味しい

お酒を飲ませて頂きました。 

久保(豊)会員 本日は裁判が入っている為、早退させて頂きます。 

下川会員 大変申し訳ございません。私用の為、早退致します。 

 

 

★=１０,０００円 ☆=５,０００円 ◆=３,０００円 ◇=２,０００円 

● ● ● ● ● ● ● ● 卓 話 時 間 ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

『年男の弁 Part３』 
 

中山 昌実 会員 

１９５８（Ｓ３３）年５月生れ 

 

私は、昭和３３年（１９５８年）生ま

れの戌年でございます。 

小さい頃から「戌のようにキャン

キャンとうるさい」とよく言われた

ものです。私が生まれた昭和３３年がどんな年であったかを調

べてみました。 

映画「三丁目の夕日」の時代が丁度その時代です。 

皆様も懐かしく思いながらきいていただければよいと思います。 

日本国内の出来事としては「皇太子の婚約発表」がありました。

その皇太子も３０年前には天皇に即位され、来年には退位され

ることとなりました。 

そのほか「１万円札の発行」「売春防止法実施」「東京タワーの

完成」「関門トンネルの開通」などがあり、スポーツ界では「栃若

時代の始まり」「長島のデビュー 新人王」「川上の引退」、新商

品として「チキンラーメン」「渡辺のジュースのもと」などインスタ

ント製品の登場などありました。 

テレビの普及がはじまり、テレビ普及率１０．４％ 

テレビＣＭとしては「三木のり平の桃屋」「リボンちゃんのリボン

ジュース」 

流行歌は「星はなんでも知っている」「有楽町で逢いましょう」な

どとロカビリーブームがおこりました。 

私が生まれた年のことで実際には体験していないにもかかわら

ず、なぜか懐かしさを感じ、不思議に思います。 

昔、「大正ロマン」という言葉がありましたが、私にとってはこの

頃から２０年くらいの間は懐かしく素晴らしい「昭和ロマン」の時

代だと思います。 

《職業ニコニコ》 

岡部会員 本日３月１日、弊社の旬菜創作ビュッフェ露菴浜

松店がオープンのため欠席いたします。お近くにお立ち寄り

の際は是非ご利用ください。 

濱本会員 ３月４日(日)にテレビ新広島の情熱企業にティー

エス・ハマモトが出演します。少し緊張気味の濱本を笑いな

がら見てください。早朝６時４５分からの放送なので録画を

お勧めします。 

当日計 28,000 円  累計 1,133,000 円
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桑村  守 会員 

１９５８（Ｓ３３）年６月生れ 

 

【年男・年女の意味】 

年男・年女は十二支によって決ま

ります。 

干支によって決まるんじゃない

の？と思う人もいるかもしれません。 

干支というのは十干（じっかん）と十二支（じゅうにし）を合わせた

ものを意味します。詳細は省略しますが私たちがよく「干支」と言

っている「子・丑・寅・卯・辰・巳」などは十二支です。 

年男は生まれた年と同じ十二支を迎えた男性、年女は生まれた

年と同じ十二支を迎えた女性の意味です。 

十二支は１２年でひと回りですから誕生日に満年齢が12の倍数

になる人ですね。 

【年男・年女は他の干支より縁起が良いの？】 

縁起が良いという考え方と悪いという考え方と両方あります。 

ただ概ね縁起が良いと考える地域が多いようです。 

「年男おめでとう」などという挨拶を聞いたことがある人もいるか

もしれませんね。 

なぜ縁起が良いのかというと年男・年女はその年の歳神様のご

加護を多く受け取ることができると考えられているためです。 

今でも年男が重要な役割を担うと定められている神事や儀式は

沢山あります。 

節分の豆まきや門松を立てる役目は年男と決まっている地域も

あるんですよ。 

【年男・年女が縁起をよりよくする方法とは？】 

年男だから年女だからといって「縁起を担ぐ」という風習はあまり

多くありません。 

でも十二支にちなんだ縁起担ぎは昔から多くあります。 

例えばその年の十二支を身につけることで「無病息災・厄除祈

念」としたり、家に飾ることで「家内安全・商売繁盛」、人に授ける

ことで「招福祈願・安寧長寿」のお守りとする風習があります。初

詣に神社に行くと、その年の干支のお守りや置物が授けられる

のはその為なんです。 

 

 

川上  武 会員 

１９５８（Ｓ３３）年８月生れ 

 

皆さま、こんにちは。本日三番手

の川上でございます。 

駆け出しﾛｰﾀﾘｱﾝの私が、このよ

うな晴れがましい場所で年男の

弁を垂れるのも まことに気恥ずかしく また既に、３ 月の声も

聞いており不思議な気持ちがしますが、恒例のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑでありま

すので、暫くの間、ご容赦願います。 

さて、「年男の抱負」についてですが、先ず職業人としては、幸

運にも経営者の端くれで第一関門を通過予定でありますので、

私の２０１８年問題は取り敢えずｸﾘｱいたしました。 

ただ、会社の同期の連中には、当の昔に関連会社やお取引先

に出向しまったりとした人生を送っている者、あるいは恵まれて

いれば 不動産で食っている者もいたりして、それこそ千差万別

ですが、ここにおいでの企業ｵｰﾅｰやさむらい業、またﾄﾞｸﾀｰの

皆様に比べれば、同じ年代でも随分と勿体ない毎日を送ってい

るような気がしてなりません。もちろん、人それぞれで、他人がと

やかく言うべきことではありませんが。 

その上で恥を晒すようですが、今年は是非とも我が社の若手職

員の早期離職者を減らすよう、もしかしたら、我が社への最後の

貢献をいたしたいと思います。 

 

残念ながら、私どもも 俗に言う「３–３」ﾙｰﾙを踏襲しており、手

間暇掛けて採用した学生が３ 年で３ 割以上は辞めてしまいま

す。地元出身者が幅を利かすﾛｰｶﾙﾊﾞﾝｸは定着率が極めて高

いのが唯一の取り柄でしたが、若者が再就職先に困らないここ

数年、早期に離職してしまう傾向が顕著になってきました。それ

を、彼らが「ゆとり教育の本格化世代」であるから、などと外部要

因に求めるのは簡単です。しかし、どう考えても私どもが内包す

る問題に他なりません。 

あと残り個人的な抱負ですが、私は趣味に何をやっても長続  

きしません。「今は仕事で一杯一杯だから良いけど、ﾘﾀｲｱしたら

一巻の終わり、認知症予備軍です。そうならないように、今から

趣味を作りなさい」と相方から言われ続けている、世の多くの旦

那の一人です。 

そうした中、唯一、趣味的なことと言えるのが「大東亜戦争の戦

争遺跡巡り」です。海外は言うに及ばず、戦後７０年以上を経た

現在においても、国内には数多くの戦争遺跡が残っています。 

子供の頃、遊び場にしていた尾長山の山頂には高射砲の台座

があり、 また高校へは陸軍被服廠の横を通学路にしていたりと、

何か独特の哀愁を漂わせている戦争遺跡あるいは戦争遺構に、

私は不思議な  感覚や興味が湧いて仕方ありませんでした。そ

の場所で、私なりに鎮魂の思いを念じると、気のせいでしょうが、

そこを通り過ぎて行った将兵や銃後の人々と強い交わりみたい

なものを持てるような気がしました。 

その不思議な感覚がきっかけとなり、高校生くらいから戦争遺跡

や遺構を懲りもせず一人訪ね歩いております。どうしても西日本

が多くなりますが、例えば昨年の夏休みは宇佐神宮で有名な、

大分県宇佐市にある海軍宇佐航空隊の跡地に仔む、宇佐掩体

壕に行ってきました。航空基地の掩体壕とは、ｺﾝｸﾘｰﾄ製で通常

は蒲鉾型をした戦闘機の格納庫のことで、興味の無い人にとっ

ては何の変哲も無い劣化したｺﾝｸﾘｰﾄの塊です。宇佐基地の場

合、戦闘機の形にくり抜いたｺﾝｸﾘｰﾄ製格納庫の上部に芝を植

栽して偽装し、 米軍の空襲から虎の子の戦闘機を守りました。

圧倒的な物葺で本土を焼き尽くそうとしていた米軍に対し、本土

防衛のための直掩機一機一機をそうまでして守ろうとした執念

には頭が下がる思いがしますし、一方である意味、悲しくもなっ

てきます。 

もちろん、徳山沖に浮かぶ大津島の人間魚雷「回天」の訓練基

地であったり、鹿児島の知覧基地なども訪れた人の心を激しく

揺さぶりますが、私は余り有名ではない、いわゆるｽﾄｰﾘｰ性の

ないも のに惹かれてしまいます。 

映像付きでの説明ではないですから、私が何を言わんとしてい

るかなかなかお分かりになりにくいでしょうが、普通の人からす

れば良く理解できないものでも、私の興味は尽きません。 

あれやこれやで、今年からは戦争遺跡巡りを加速して、西日本

のものは本当にﾘﾀｲｱするまでには制覇したいと考えています。 

ご清聴、有り難うございました。 

 

 

■出席報告 出席委員会 

２０１８年３月１日（木） 会員数 ９６名 

出席 ７４名  欠席 ２２名 

来客   １名 ゲスト  １名 

２月８日例会 修正後出席率 １００％ 

■来客者紹介  親睦委員会 

中尾 文治 様(広島陵北) 

ｵﾄｺﾞﾝﾄｰﾙ ﾃﾙﾒﾝ君(米山奨学生) 

■次回例会  ２０１８年３月１５日（木）１２：３０～ 

卓話 『年男の弁 Part4』 石井清司会員/吉永征史会員

    『新会員自己紹介』 松本文彦会員 

食事：洋食 


